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フラッシュグルコースモニタリング
（FGM)システムの処方方法について

2018.1.30
薬剤部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　アボット ジャパンは、昨年5月に承認を受け今年1月に発売したグルコースモニタリングシステム「FreeStyleリブレ」が、2017年9月1日より保険適用となったことを発表した。 



フラッシュグルコースモニタリング（FGM)システム
FREESTYLEリブレ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「FreeStyleリブレ」は、皮下に入れたセンサーで間質液中のグルコース濃度を連続的に測定し、リーダーでスキャンすることで、連続測定したグルコース濃度の変動パターンを表示するグルコースモニタリングシステム。「FreeStyle リブレ」フラッシュグルコースモニタリングシステムで測定できるのは間質液中のグルコース値。血管外の細胞間にある液体成分を測定する。血糖値の変化に対する間質液グルコース値の生理的なタイムラグは約5～10分間とされている。 




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Free Style Libreの保険適応を間近に控え、日本糖尿病学会からFlash Glucose Monitoring(FGM) システム：Free Style Libreに関する見解（7月12日付）が8月22日に発表されました。利用案として、以下のことが示されています。




①適応

現在のSMBGと同様、インスリン製剤やGLP-1受容体作動薬
の自己注射を週に1回以上注射している糖尿病患者を適応とし、
GLP-1受容体作動薬単剤あるいはSU薬・グリニド薬以外の経
口糖尿病薬との併用例など、低血糖リスクの乏しい患者で血
糖コントロール目標を達成している患者は適応外。
添付文書通り、6歳未満と妊婦は除外。
SMBGの補完であるため、SMBGを行っていることが前提。



②一時使用と継続使用
【一時使用例】
・インスリン初期指導の患者
・インスリン療法（BOT～頻回注射法）にて血糖コントロール不良の患者
・治療変更（注射量、併用薬の増減など）後の評価
・食事と運動の影響を把握して指導すべき患者
・シックデイで経過が予測できない患者
・手術前や歯科処置など、血糖を短期間で改善すべき患者

【継続使用例】
・強化療法で血糖変動が不安定な患者
・生活が不規則な患者
・スポーツなどアクティブな動きが強く、血糖が変動する患者
・低血糖対策の必要度が高い患者

③ SMBGとの併用
SMBGを代替するのでなく補うという位置づけ。FGMは現時点では
SMBGの回数を減らすためのものではなく、自己血糖測定を最低20
回以上行うことを最低限の前提とする。FGMの数値によって、イ
ンスリンの調整は出来ないことに留意する。



④専門性による安全と有効性担保

本システムはアラートを発信しないので、夜間就寝中の
低血糖や無自覚低血糖に対処するものではないこと、また、
センサー装着時の出血、固定テープの皮膚反応、センサー
の脱落などがあることを周知する。
FreeStrle Libreの利用にあたっては、糖尿病治療の専門的な
知識が必要であり、糖尿病を理解したチーム医療下で行う
ことで、本システムの効果は最大限に生かされる。



•センサー（使いすて）
• 最長14日間、1分毎に測定し、15分
毎にグルコース値を自動的に記録
•耐水性※で、患者さんがアクティブ
な生活を送れるよう設計
*水深1メートルで最長30分間の耐水
性試験を実施済みです

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「FreeStyle リブレ」フラッシュグルコースモニタリングシステムで測定できるのは間質液中のグルコース値。血管外の細胞間にある液体成分を測定する。血糖値の変化に対する間質液グルコース値の生理的なタイムラグは約5～10分間とされている。 



センサー購入について
製品名 包装単位 金額

FreeStyleリブレ
センサーパック
20

FreeStyleリブレセンサー
FSプレシジョン血糖測定電
極

1枚入り×2箱
10枚入り×2箱 13,800円

FreeStyleリブレ
センサーパック
40

FreeStyleリブレセンサー
FSプレシジョン血糖測定電
極

1枚入り×2箱
30枚入り×1箱
10枚入り×1箱

13,800円

FreeStyleリブレ
センサーパック
60

FreeStyleリブレセンサー
FSプレシジョン血糖測定電
極

1枚入り×2箱
30枚入り×2箱 13,800円

FreeStyleリブレ
センサーパック
80

FreeStyleリブレセンサー
FSプレシジョン血糖測定電
極

1枚入り×2箱
30枚入り×2箱
10枚入り×2箱

13,800円

FreeStyleリブレ
センサーパック
100

FreeStyleリブレセンサー
FSプレシジョン血糖測定電
極

1枚入り×2箱
30枚入り×3箱
10枚入り×1箱

13,800円

FreeStyleリブレ
センサーパック
120

FreeStyleリブレセンサー
FSプレシジョン血糖測定電
極

1枚入り×2箱
30枚入り×4箱 13,800円

（リブレセンサーは
FSプレシジョンとのセット購入のみ）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
9月1日の保険適用により、インスリン製剤とGLP-1受容体作動薬を使用中の患者などが対象となり、「血糖自己測定器加算」が準用技術料として加算される



現在の処方例
Rp1.ワンショットプラスEL-Ⅱ（100包/箱） 1箱
Rp2.ワンタッチベリオセンサー（25枚/箱） 6箱

試験紙用法1日6回以上（Ⅰ型）
試験用紙用法説明済

Rp3.【新】ワンタッチペンランセット（25本/箱） 6箱
用法説明済

***院内交付医薬品/器材



リブレの処方例（1型の場合）
Rp1.ワンショットプラスEL-Ⅱ（100包/箱） 1箱
Rp2.FreeStyleリブレセンサー（1枚入り） 2箱

＊＊＊用法説明済＊＊＊
Rp.3.FSプレシジョン血糖測定電極（30枚入り） 4箱

試験紙用法1日6回以上（Ⅰ型）
試験用紙用法説明済

Rp3.【新】ワンタッチペンランセット（25本/箱） 6箱
用法説明済

***院内交付医薬品/器材

1月の処方数
1型では2箱
2型では1箱

1月の処方数
1型では4箱
2型では2箱

3文字検索での処方
（プレシと入力）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険算定上　1型はリブレセンサーは月に2枚　抱き合わせで必ずプレシジョン用のセンサーを4箱処方することをセットとします。2型はこの半分とします。それ以外の処方方法は4月の診療報酬改定前までは認めない。
穿刺具は今まで通りワンタッチランセットを使用してください。リブレを出す場合は原則ベリオセンサーの処方はしないでください。



C150)血糖自己測定器加算

1型糖尿病患者の場合

1 月20回以上 400点
2 月40回以上 580点
3 月60回以上 860点
4 月80回以上 1,140点
5 月100回以上 1,320点
6 月120回以上 1,500点

1型糖尿病患者以外の場合

1 月20回以上 400点
2 月40回以上 580点
3 月60回以上 860点

製品名 包装単位 金額

FreeStyleリブレ
センサーパック
120

FreeStyleリブレセンサー
FSプレシジョン血糖測定電
極

1枚入り×2箱
30枚入り×4箱 13,800円

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注1　1から3までについては、入院中の患者以外の患者であって次に掲げるものに対して、 血糖自己測定値に基づく指導を行うため血糖自己測定器を使用した場合に、3月に3回に限り、第1款の所定点数に加算する。
イ　インスリン製剤又はヒトソマトメジンC製剤の自己注射を1日に1回以上行っている患者（1型糖尿病の患者を除く。）�ロ　インスリン製剤の自己注射を1日に1回以上行っている患者（1型糖尿病の患者に限る。）�ハ　12歳未満の小児低血糖症の患者�二　妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病の患者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）
　2　4から6までについては、入院中の患者以外の患者であって次に掲げるものに対して、 血糖自己測定値に基づく指導を行うため、血糖自己測定器を使用した場合に、3月に3回に限り、第1款の所定点数に加算する。
イ　インスリン製剤の自己注射を1日に1回以上行っている患者（1型糖尿病の患者に限る。）�ロ　12歳未満の小児低血糖症の患者�ハ　妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病の患者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）




埼玉医科大学
払出事例

一月の処方量
1型

2枚（リブレセンサー）
FSプレシジョン 4箱（計120枚）

2型
1枚（リブレセンサー）
FSプレシジョン 2箱（計60枚）

左図の1パックで1組です。

内容
FreeStyleﾘﾌﾞﾚｾﾝｻ

1個
FSﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ

2個
1組

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
指導は木内さん（認定看護師）
1月18日時点　払出開始1週間程度で5件の導入実績



センサーの捨て方

他の針と同様
医療機関に持参し針入れへ廃棄

ペットボトルには入らないため、
ビンもしくは缶へ入れること

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　



針の破棄
持参方法を周知していきましょう

１内外来 アイケイ薬局

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
門前薬局　スギは川越の営業所は廃棄処理の契約を結んでいないので積極的な受け入れはしていないが、アイケイ薬局は薬局に張り紙をして受入れをしています。ただ、ビニールに入れて持参される方々はいらっしゃるのが現状です。

小児科でも使用開始予定です。
1型糖尿病患者を対象に実施された「IMPACT試験」と、2型糖尿病患者を対象に実施された「REPLACE試験」では、FreeStyleリブレシステムを用いた群では従来のSMBGに比べ低血糖発現時間が短縮したことが示された。 
　さらに、欧州におけるFreeStyleリブレを使用した50,831例のReal-World Dataを解析した結果、測定回数(スキャン回数)が多いほど、HbA1c(推定HbA1c)が改善しており、低血糖(55mg/dL未満)であった時間も短縮していたことが確認されている。 






プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リブレセンサー　1箱（1個）とFSプレシジョン2箱を1セットして交付予定
リブレセンサーの箱数を入力すると自動で「用法説明済」の用法が入力されます。
そののちにFSプレシジョンを選択し2箱入力した上で、今まで通りの用法（左のタブから）1日6回以上（1型）、1日３回以上（２型）を選択
リブレセンサー①箱とFSプレシジョン2箱を1セットして　1型は月に2セット、　2型は1セットの交付を上限としますが
いかがでしょうか？
４月の診療報酬改定でセンサーの保険点数がつきましたら処方方法も変更していこうと思います。
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